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は し が き 

 
独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構は「高年齢者就業形態開発事業」として、企業が

高年齢労働者の意欲と能力等を活用した新たな就労形態を検討・計画・試行する取組を支援

しております。 
この事例集は、ワークシェアリングや在宅勤務などさまざまな就業形態の試行とその経緯

をまとめた企業の報告書を基に作成したものです。本事業は平成 14 年度から開始したもの
であり、事業終了後、報告書として取りまとめています。今回の報告書は、事例集としては

第 3版となります。 
高年齢者の多様な就業ニーズに対応する就業形態の具体例は、各企業等関係各位が高齢者

雇用を進める上で大変有益と思科されます。有効にご活用いただきますようお願い申しあげ

ます。 
また、事例提出にご協力を賜りました関係企業、当該企業を指導していただいた専門家等

関係者、ならびに本事業の運営にご協力いただいた高年齢者ワークシェアリング推進委員会

委員各位に心から感謝申し上げます。 
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